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福
岡
地
区
水
道
企
業
団
は

福
岡
市
道
路
下
水
道
局
、
協

和
機
電
工
業
と
共
同
で
浸
透

圧
発
電
を
実
用
化
す
る
。
濃

度
が
違
う
液
体
が
合
わ
さ
る

と
同
じ
濃
度
に
な
ろ
う
と
す

る
現
象
を
利
用
し
て
、
海
の

中
道
奈
多
海
水
淡
水
化
セ
ン

タ
ー
「
ま
み
ず
ピ
ア
」
で
海

水
か
ら
水
を
作
る
際
に
生
じ

る
濃
縮
海
水
と
同
市
和
白
水

処
理
セ
ン
タ
ー
の
下
水
処
理

水
（
淡
水
）
を
使
い
、
２
つ

の
排
水
の
塩
分
濃
度
の
差
に

よ
り
生
じ
る
浸
透
圧
を
利
用

し
て
発
電
す
る
。
浸
透
圧
発

電
の
実
用
化
は
日
本
初
、
世

界
で
も
２
例
目
と
な
る
。

　

浸
透
圧
発
電
の
原
理
は
、

下
水
処
理
水
側
を
低
圧
環

境
、
濃
縮
海
水
側
を
高
圧
環

境
に
し
、
浸
透
膜
で
隔
て
る

と
浸
透
圧
が
発
生
し
、
塩
分

濃
度
の
薄
い
下
水
処
理
水
の

約
８
割
が
濃
い
濃
縮
海
水
側

へ
移
動
す
る
。
浸
透
膜
を

通
っ
た
水
は
運
動
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
一
気
に
上
が
り
、
も

と
も
と
の
濃
縮
海
水
に
加
わ

り
、
勢
い
よ
く
水
車
を
回
し

て
発
電
す
る
。
浸
透
圧
発
電

は
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
24

時
間
発
電
で
き
る
た
め
、
実

稼
働
率
が
高
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
現
在
、
ま

み
ず
ピ
ア
で
発
生
し
た
濃
縮

海
水
は
和
白
水
処
理
セ
ン

タ
ー
の
下
水
処
理
水
と
混
ぜ

て
海
水
に
近
い
濃
度
に
し
て

か
ら
放
流
し
て
い
る
だ
け
だ

が
、
浸
透
圧
発
電
が
稼
働
す

れ
ば
、
未
利
用
資
源
の
有
効

利
用
が
実
現
す
る
。

　

今
回
の
施
設
で
は
、
濃
縮

海
水
１
万
立
方
㍍
／
日
、
下

水
処
理
水
９
２
０
０
立
方
㍍

／
日
を
使
用
し
て
、
１
１
０

kW
／
ｈ
発
電
す
る
プ
ラ
ン
ト

を
ま
み
ず
ピ
ア
の
敷
地
内
に

設
置
す
る
。
総
建
設
費
は
約

７
億
円
。
今
年
度
か
ら
来
年

度
に
か
け
て
プ
ラ
ン
ト
建
設

を
行
い
、
２
０
２
５
年
度
の

稼
働
を
目
指
し
、
１
年
間
を

通
し
て
発
電
効
率
な
ど
の
発

電
シ
ス
テ
ム
の
実
証
を
行

う
。
年
間
発
電
量
は
88
万
ｋ

Ｗ
ｈ
を
見
込
ん
で
お
り
、

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
約
２
面
分

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
敷
き
詰

め
た
規
模
で
発
生
す
る
電
力

に
相
当
、
一
般
家
庭
の
約
３

０
０
戸
分
に
な
る
。
発
電
し

た
電
力
は
ま
み
ず
ピ
ア
で
使

用
す
る
。

　

さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
も

行
う
。
浸
透
圧
発
電
は
、
濃

度
差
が
大
き
い
ほ
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
得
や
す
い
た
め
、
ま

ず
は
ま
み
ず
ピ
ア
の
濃
縮
海

水
（
濃
度
約
８
％
）
を
使
っ

て
発
電
を
行
う
が
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
で
は
、
通
常
の
海
水

（
約
３
・
５
％
）
を
使
っ
て

発
電
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

協
和
機
電
工
業
で
は
、
通
常

の
海
水
か
ら
発
電
で
き
る
浸

透
膜
の
開
発
も
行
っ
て
お

り
、
今
回
の
検
証
結
果
と
と

も
に
通
常
海
水
と
下
水
処
理

水
を
組
み
合
わ
せ
た
浸
透
圧

発
電
の
実
用
化
も
目
指
す
。

新
た
な
脱
炭
素
化
の
技
術
と

し
て
も
期
待
で
き
る
。

　

今
回
の
実
証
で
は
、
福
岡

市
道
路
下
水
道
局
が
下
水
処

理
水
の
提
供
、
福
岡
地
区
水

道
企
業
団
が
濃
縮
海
水
と
実

証
場
所
の
提
供
、
協
和
機
電

工
業
が
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
、
運
転
を
担
当
す
る
。
６

日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
高

島
宗
一
郎
・
福
岡
市
長
（
福

岡
地
区
水
道
企
業
団
運
営
協

議
会
会
長
）、
中
村
貴
久
・

同
企
業
団
企
業
長
、
坂
井
崇

俊
・
協
和
機
電
工
業
社
長
が

事
業
概
要
の
説
明
な
ど
を

行
っ
た
。

　

高
島
市
長
は
「
福
岡
市
は

政
令
指
定
都
市
の
中
で
唯

一
、
一
級
河
川
が
無
い
街
で

水
に
は
大
変
苦
労
し
て
き

た
。
過
去
２
度
の
大
渇
水
を

経
験
し
、
そ
う
し
た
な
か
で

自
助
努
力
と
し
て
、
日
本
最

大
の
海
水
淡
水
化
施
設
を
建

設
し
た
。
福
岡
の
逆
境
の
中

で
生
ま
れ
た
施
設
が
い
ま

チ
ャ
ン
ス
に
生
ま
れ
変
わ

る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
偶

然
で
な
く
、
福
岡
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
必
然
の
施
設
で
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
と
思
っ
て
い

る
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

日
本
技
術
士
会
近
畿
本
部

上
下
水
道
部
会
（
部
会
長
＝

飯
盛
保
幸
・
明
友
技
建
技
師

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
例
会
を

近
畿
本
部
会
議
室
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
で
開
催
し
た
。
今

回
は
赤
木
知
裕
・
和
歌
山
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
地
域
資

源
活
用
部
環
境
技
術
担
当
主

任
研
究
員
が
「
ミ
ミ
ズ
と
排

水
処
理
」
と
題
し
て
講
演

し
、
会
員
ら
約
50
人
が
聴
講

し
た
。

　

赤
木
主
任
研
究
員
ら
は
、

パ
イ
ル
担
体
に
発
生
し
た
水

生
ミ
ミ
ズ
の
シ
ス
テ
ム
実
証

試
験
で
、
梅
干
し
加
工
場
の

余
剰
汚
泥
83
％
の
削
減
に
成

功
。
今
後
は
水
生
ミ
ミ
ズ
の

生
理
的
特
性
や
飼
育
技
術
な

ど
を
研
究
し
、
ペ
ッ
ト
や
養

殖
用
の
餌
な
ど
に
つ
な
げ
る

と
し
て
い
る
。

樹
活
動
を
行
っ
て
い
る
通

称
「
三
機
の
森
」
と
「
感
謝

の
森
」
で
下
草
刈
り
イ
ベ
ン

ト
を
開
い
た
。
長
谷
川
勉
会

長
、
石
田
博
一
社
長
、
同
社

グ
ル
ー
プ
役
員
・
社
員
55
人

が
参
加
し
、
苗
木
の
生
長
を

確
認
し
な
が
ら
雑
草
な
ど
を

刈
り
払
っ
た
。

　

同
社
創
立
90
周
年
を
記
念

し
て
２
０
１
５
年
に
生
ま
れ

た
三
機
の
森
と
、
２
０
２
０

年
に
省
エ
ネ
提
案
が
採
用
さ

れ
た
場
合
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量

を
換
算
し
て
環
境
保
全
活
動

に
寄
付
す
る
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｉ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
エ
コ
貢
献
ポ
イ
ン

ト
」
制
度
の
発
足
10
周
年
を

記
念
し
て
生
ま
れ
た
感
謝
の

森
で
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

環
境
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究

所
と
地
元
の
中
央
森
林
組
合

の
協
力
を
得
て
植
樹
・
保
全

を
行
っ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
苗
木
の
生
長
の

妨
げ
と
な
る
周
囲
の
雑
草
・

雑
木
な
ど
を
除
去
す
る
下
草

刈
り
を
、
社
員
参
加
型
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
成
果
と

し
て
、
２
０
１
５
年
に
植
樹

し
た
ク
リ
や
ブ
ナ
の
樹
木
は

最
大
で
約
８
㍍
に
生
長
し
て

い
る
と
い
う
。

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に

向
け
、
前
澤
工
業
と
前
澤
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
、
ド
ロ
ー
ン
の
販
売
な
ど

を
手
が
け
る
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン

は
、
水
中
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
水
道
施
設
点
検
の
事
業

化
に
向
け
て
連
携
し
、
首
都

圏
の
浄
水
場
の
ろ
過
池
設
備

や
取
水
設
備
な
ど
で
、
導
入

に
あ
た
っ
て
の
適
用
条
件
な

ど
の
検
証
を
重
ね
て
き
た
。

　

使
用
す
る
産
業
用
水
中
ド

ロ
ー
ン
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｇ 

Ｍ
２
」
は
、
４
Ｋ
対
応

　

―
研
究
会
の
設
立
か
ら
10
年
で
全
国

を
カ
バ
ー
す
る
体
制
が
整
い
、
ア
イ
ス

ピ
グ
の
実
績
に
対
す
る
評
価
も
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
の
状

況
に
つ
い
て
は
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

結
城
委
員
長　

こ
れ
ま
で
ア
イ
ス
ピ

グ
は
、
何
ら
か
の
原
因
で
濁
水
な
ど
の

水
質
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
管
路
や
、

流
量
の
低
下
な
ど
圧
送
管
と
し
て
の
機

能
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
管
路
、
伏
せ

越
し
や
曲
が
り
な
ど
複
雑

な
形
状
の
た
め
従
来
の
工

法
で
は
洗
浄
が
難
し
い
管

路
な
ど
、
全
国
の
圧
送
管

の
さ
ま
ざ
ま
な
汚
れ
の
悩

み
に
お
応
え
し
て
き
ま
し

た
。

　

研
究
会
の
母
体
で
あ
る

東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
が
ス

エ
ズ
社
か
ら
日
本
で
の
専

用
実
施
権
を
取
得
し
た
の

が
２
０
１
０
年
で
、
本
格
的
に
営
業
を

開
始
し
た
の
は
２
０
１
５
年
な
の
で
、

ア
イ
ス
ピ
グ
の
こ
と
は
、
話
に
は
聞
い

て
い
て
も
、
実
際
に
現
場
で
洗
浄
す
る

と
こ
ろ
を
見
る
の
は
初
め
て
と
い
う
自

治
体
が
大
半
で
、
濁
水
に
よ
る
苦
情
が

発
生
し
て
い
て
布
設
し
て
か
ら
相
当
の

年
数
が
経
っ
て
い
て
も
、
当
該
の
管
を

洗
浄
す
る
こ
と
自
体
が
初
め
て
と
い
う

ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
れ
が
最
近
で
は
、
点
検
と
あ
わ
せ

た
定
期
的
な
洗
浄
や
、
大
口
径
管
な
ど

基
本
的
に
布
設
替
え
が
で
き
な
い
管
路

の
洗
浄
に
ア
イ
ス
ピ
グ
を
採
用
す
る
自

治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
状
況
を
見
る

と
、
濁
り
や
詰
ま
り
な
ど
、
一
時
的
に

生
じ
て
い
る
問
題
を
解
消
す
る
た
め
の

対
処
療
法
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
管
を

洗
い
な
が
ら
使
い
続
け
る
こ
と
で
、
で

き
る
限
り
更
新
せ
ず
に
延
命
化
し
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
も
、
ア
イ
ス

ピ
グ
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

人
口
減
少
で
料
金
収
入
の
増
加
が
見

込
め
な
い
中
、
施
設
や
管
路
の
更
新
に

対
す
る
支
出
は
年
々
確
実
に
増
え
て
い

き
、
本
来
は
維
持
管
理
や
修
繕
に
か
け

る
べ
き
と
こ
ろ
の
予
算
を
削
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ

て
い
る
の
が
全
国
の
自
治
体
の
現
状
だ

と
思
い
ま
す
。

　

老
朽
化
の
進
行
を
あ
る
程
度
遅
ら
せ

る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
更
新
の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と

は
で
き
な
い
以
上
、
詳
細
な
デ
ー
タ
に

基
づ
く
劣
化
予
測
診
断
に
よ
り
効
率
的

な
管
路
更
新
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
、

で
き
る
だ
け
無
駄
な
更
新
費
用
を
抑
え

る
こ
と
が
、
上
下
水
道
事
業
の
持
続
の

た
め
に
は
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

　

―
ア
イ
ス
ピ
グ
の
よ
う
な
革
新
的
な

要
素
技
術
を
持
つ
海
外
の
企
業
が
国
内

の
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
に
も
参
入
し
て
き

て
い
ま
す
ね
。

　

結
城　

ア
イ
ス
ピ
グ
洗
浄
工
法
が
開

発
さ
れ
た
本
国
の
イ
ギ
リ
ス
を
含
め
、

海
外
で
は
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
や
維
持
管

理
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
動
き
が
加
速
化

し
て
い
ま
す
。
上
下
水
道
分
野
も
例
外

で
は
な
く
、
国
内
の
状
況
を
見
て
も
、

こ
の
２
～
３
年
で
、
こ
れ
ま
で
水
分
野

に
関
わ
り
が
な
か
っ
た
異
業
種
の
国
内

外
の
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
上
下

水
道
の
市
場
に
次
々
と
参
入
し
て
き
て

い
ま
す
。　

　

長
年
に
わ
た
り
上
下
水
道
分
野
で
確

か
な
実
績
を
持
つ
企
業
で
も
、
上
下
水

道
市
場
が
縮
小
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
専
門
領
域
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最

新
の
海
外
Ａ
Ｉ
技
術
を
取
り
入
れ
た
企

業
の
参
入
に
よ
っ
て
競
争
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
激
化
し
て

い
ま
す
。

　

―
ア
イ
ス
ピ
グ
の
活
用
法

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と

お
考
え
で
す
か
。

　

結
城　

料
金
収
入
が
上
が
ら
ず
財
源

不
足
の
自
治
体
に
と
っ
て
、
新
た
な
要

素
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
単
年

度
の
予
算
で
考
え
る
と
、
決
し
て
小
さ

な
買
い
物
で
は
な
い
で
す
し
、
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
よ
く
分
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
改
め
て
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
管
路
が

１
年
延
命
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将

来
に
か
か
る
費
用
を
ど
れ
だ
け
抑
え
ら

れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
単
年
度
で
は

な
く
長
期
的
な
目
で
真
剣
に
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
既
に
来
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
要
素
技
術
は
、

た
だ
入
れ
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、
本

当
に
必
要
な
と
こ
ろ
に
絞
っ
て
適
切
に

使
う
こ
と
で
、
延
命
化
に
よ
っ
て
当
面

は
不
要
と
な
っ
た
更
新
費
用
を
、
本
当

に
必
要
な
維
持
管
理
や
修
繕
に
回
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
事

業
の
持
続
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

先
ほ
ど
、
管
路
の
劣
化
予
測
診
断
の

話
を
し
ま
し
た
が
、
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工

業
が
国
内
代
理
店
と
な
っ
て
い
る
ユ
ー

テ
ィ
リ
ス
社
の
「
ア
ス
テ
ラ
・
リ
カ

バ
ー
」
は
、
衛
星
画
像
を
解
析
し
て
漏

水
の
広
域
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
を
行

う
技
術
で
す
。
音
聴
調
査
が
必
要
な
エ

リ
ア
を
平
均
で
10
％
ま
で
絞
り
込
む
こ

と
で
、
調
査
費
を
大
幅
に
削
減
で
き
、

さ
ら
に
は
、
管
路
情
報
と
あ
わ
せ
て
、

管
路
周
辺
の
土
壌
や
地
形
な
ど
の
環
境

デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
総
合
的
に
解
析
し
、

管
路
劣
化
予
測
診
断
の
教
師
デ
ー
タ
と

し
て
展
開
す
る
こ
と
で
予
測
精
度
が
向

上
し
、
管
路
更
新
計
画
の
最
適
化
に
も

有
効
で
す
。

　

今
後
は
ア
ス
テ
ラ
と
ア
イ
ス
ピ
グ
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
相
互
の
デ
ー

タ
を
有
効
活
用
し
ア
イ
ス
ピ
グ
を
活
用

し
た
洗
浄
に
よ
る
管
路
延
命
化
の
提

案
、
管
路
更
新
計
画
の
基
礎
情
報
の
提

供
を
目
指
し
ま
す
。

浸透圧発電を紹介する（左から）坂井社長、高
島市長、中村企業長

事業概要の説明資料より

　

前
澤
工
業
と
前
澤
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
、

水
中
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

水
道
施
設
の
機
器
点
検
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
開
始
す
る
。

水
中
部
に
設
置
さ
れ
た
機
器

類
を
点
検
す
る
た
め
の
槽
内

の
水
替
え
や
水
抜
き
作
業
が

不
要
で
、
施
設
の
稼
働
を
停

止
す
る
こ
と
な
く
、
効
率
的

な
維
持
管
理
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
潜
水
士
の
目
視

調
査
に
伴
う
衛
生
面
や
安
全

面
の
リ
ス
ク
が
な
く
、
作
業

時
間
の
短
縮
や
コ
ス
ト
削
減

の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き

る
。

　

水
道
施
設
の
機
能
を
良
好

な
状
態
に
保
ち
、
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
、
機
器
設
備
の

適
切
な
点
検

や
修
繕
・
更

新
が
求
め
ら

れ
て
い
る
一

方
、
水
中
部

の
点
検
に
は

排
水
・
充
水

作
業
が
必
要

と
な
る
た
め

施
設
の
稼
働

を
停
止
し
な

け
れ
ば
な
ら

ず
、
潜
水
士

の
確
保
も
困

水中ドローン活用し機器点検
前澤工業・前澤エンジ

施設を止めずに効率的維持管理

例
会
講
演
で
「
ミ

ミ
ズ
と
排
水
処
理
」

技
術
士
会
近
畿
本
部

　

三
機
工
業
は
９
月
30
日
、

山
梨
県
甲
斐
市
で
植
樹
・
育

カ
メ
ラ
を
搭
載
し
、
ブ
レ
を

補
正
す
る
「
Ｅ
Ｉ
Ｓ
ア
ン
チ

ビ
デ
オ
シ
ェ
イ
ク
機
能
」
に

よ
り
、
高
画
質
で
安
定
し
た

動
画
撮
影
を
実
現
。
ボ
デ
イ

に
は
、
堅
牢
さ
と
軽
さ
を
兼

ね
備
え
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
を
採
用
し
た
。
動
力
装
置

「
ス
ラ
ス
タ
ー
」
を
８
基
搭

載
し
、
全
方
向
に
３
６
０
度

移
動
が
で
き
、
最
大
水
深
１

０
０
㍍
、
最
大
水
平
半
径
２

０
０
㍍
ま
で
の
潜
航
が
可
能

と
な
る
。

　

前
澤
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
は
「
水

中
ド
ロ
ー
ン
は
、
予
防
保
全

の
観
点
で
の
定
期
的
な
点
検

や
、
災
害
時
の
緊
急
点
検
に

も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
池
状
構
造
物

に
設
置
さ
れ
た
機
器
の
ほ

か
、
例
え
ば
前
澤
工
業
の
オ

ゾ
ン
接
触
装
置
『
Ｕ
チ
ュ
ー

ブ
』
の
よ
う
に
垂
直
円
筒
部

の
水
深
が
20
～
35
㍍
あ
り
、

二
重
管
構
造
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
潜
水
士
が
入
り
に
く

い
場
所
に
も
活
用
が
で
き
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
る
。

甲
斐
市
で
下
草
刈
り

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

三
機
工
業

水中ドローン「ＣＨＡＳＩＮＧ Ｍ２」

日
本
初 
浸
透
圧
発
電
の
実
用
化
へ

海
淡
の
排
水
と
下
水
処
理
水
の
濃
度
差
利
用

福
岡
地
区
㈽

２
０
２
５
年
度
稼
働

延
命
化
の
ニ
ー
ズ
に
期
待
高
ま
る

デ
ー
タ
活
用
し
最
適
な
更
新
計
画
に

　

ア
イ
ス
ピ
グ
管
内
洗
浄
工
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
リ
ス
ト
ル
大
学
で
発
明

さ
れ
た
圧
力
管
路
を
洗
浄
す
る
特
許
工
法
。
昨
年
８
月
に
設
立
10
周
年
を
迎

え
、
研
究
会
の
地
域
組
織
と
し
て
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、
近
畿
、

中
国
四
国
、
九
州
の
７
域
協
会
を
拠
点
に
、
全
国
で
展
開
し
て
い
る
。
今
年

９
月
現
在
の
施
工
件
数
は
３
７
２
件
、
洗
浄
延
長
は
２
０
０
㌔
を
突
破
し
、

着
実
に
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
研
究
会
の
発
足
当
初
か
ら
技

術
委
員
と
し
て
現
場
の
施
工
や
工
法
の
普
及
、
研
修
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
た

結
城
啓
治
氏
に
、
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

社員55人で下草刈り

ア
イ
ス
ピ
グ
管
内
洗
浄
工
法
の
展
開

ア
イ
ス
ピ
グ
研
究
会
技
術
委
員
長

インタビュー

結
城 

啓
治
氏

　

◆
休
載
「
上
下
水
道
む
か

し
話
」
と
「〝
衛
生
開
化
〟

の
歴
史
的
探
訪
」
は
今
号
休

載
し
ま
す
。

２０２３年（令和５年）１０月１２日（木曜日）


